
宇
宙
屋
が
駆
け
出
し
の
頃 

 

稲
宮 

健
一 

  

先
月
の
月
例
で
職
歴
の
こ
と
を
話
し
た
。
会
社
の
最
初
の
配
属
先
は
伊
丹
の
製
作
所
だ
っ
た
。
構
内
で

設
計
、
製
造
、
試
験
を
し
た
真
空
管
時
代
の
レ
ー
ダ
ー
の
一
部
で
あ
る
電
子
装
置
を
一
㎥
程
の
箱
に
詰
め

た
。
時
は
昭
和
四
〇
年
頃
、
こ
の
装
置
の
設
置
場
所
は
鹿
児
島
県
の
内
之
浦
射
場
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
内

之
浦
の
の
ん
び
り
し
た
田
舎
道
中
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 
 

夕
刻
、
荷
物
を
持
っ
て
神
戸
港
へ
行
き
、
関
西
汽
船
（
そ
の
頃
の
名
前
）
に
乗
船
、
大
部
屋
の
船
室
に

毛
布
一
枚
を
掛
け
寝
込
み
、
別
府
に
翌
朝
到
着
し
た
。
別
府
駅
か
ら
日
豊
線
、
日
南
線
に
乗
車
、
大
き
な

荷
物
は
ド
ア
ー
の
傍
の
空
い
て
い
る
所
に
置
き
運
搬
、
宅
急
便
が
な
か
っ
た
時
代
、
少
し
面
倒
だ
が
、
こ

れ
が
一
番
確
実
な
運
搬
方
法
だ
っ
た
。
志
布
志
駅
で
下
車
、
そ
こ
か
ら
地
域
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
鹿

屋
に
到
着
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
内
之
浦
行
き
の
バ
ス
に
乗
車
し
た
。
神
戸
、
大
阪
に
は
戦
後
の
名
残
は
も

う
な
い
が
、
鹿
屋
は
鹿
児
島
独
特
の
火
山
灰
の
白
い
大
地
と
、
未
舗
装
の
道
路
が
普
通
だ
っ
た
。
バ
ス
は

今
で
は
見
ら
れ
な
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
数
人
の
乗
客
を
の
せ
、
大
隅
半
島
の
海
側
の
山
道
を
延
々
と
走

っ
た
。
未
舗
装
、
石
こ
ろ
ご
ろ
ご
ろ
、
上
り
下
り
の
す
れ
違
は
場
所
選
ん
で
い
ち
い
ち
徐
行
、
乗
っ
て
い

て
凸
凹
道
の
揺
れ
が
直
接
座
席
に
直
接
伝
わ
る
、
確
か
、
五
時
間
程
か
か
っ
て
内
之
浦
着
。
あ
ま
り
の
揺

れ
で
、
夕
刻
到
着
も
暫
く
は
ば
て
た
ま
ま
。 

 

内
之
浦
は
漁
村
で
、
湾
内
の
狭
い
路
地
を
通
っ
て
定
宿
へ
着
く
。
明
く
る
日
は
町
の
中
心
部
で
あ
る
長

坪
地
区
か
ら
四
㎞
程
離
れ
た
高
台
に
あ
る
宮
原
地
区
に
構
内
の
舗
装
道
路
を
通
っ
て
移
動
す
る
。
こ
こ
が

レ
ー
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
地
区
で
、
高
台
の
天
辺
の
二
、
三
百
坪
ほ
ど
の
所
に
電
子
機
器
用
の
建
屋
と
、
屋
上

に
は
ロ
ケ
ッ
ト
を
追
尾
で
き
る
直
径
四
ｍ
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
た
い
る
。
こ
の
部
屋
に
伊

丹
か
ら
運
ん
で
き
た
電
子
装
置
を
装
填
し
た
。 

 
 

昼
食
の
た
め
、
長
坪
の
飯
屋
に
移
動
、
そ
こ
か
ら
遥
か
先
ま
で
見
通
せ
る
太
平
洋
の
青
い
海
原
の
眺
望

が
美
し
か
っ
た
。
そ
こ
の
女
将
さ
ん
は
愛
想
の
よ
い
お
ば
さ
ん
、
し
か
し
、
地
元
の
人
と
話
す
時
の
薩
摩

言
葉
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
お
か
み
さ
ん
曰
く
、
江
戸
者
ば
分
ら
ん
よ
う
喋
ち
ょ
る
よ
と
。 

    


